
2026 年 2 月 8 日（6 週目）主日礼拝               「新しい天と新しい地」(黙 21:1-8) 
御言葉を聞くことは恵みである。新しい天と新しい地は素晴らしい場所である。 

1.新しい天と新しい地 2.第一の復活にあずかる者たち 3.勝利を得る者たち 

▲新しい天と新しい地は、恵みで満ち溢

れる聖なる都である。 

1)黙 21:2（私はまた、聖なる都、新しい

エルサレムが、夫のために飾られた花

嫁のように整えられて、神のみもとを

出て、天から下って来るのを見た。） 

‣聖なる都が新しい天と新しい地。 

‣悪霊、悪魔が住んでいると反対の言葉 

‣新しい天と新しい地は神様の都の場所 

‣神様が共にいて神様が住んでいる場所 

2)神の幕屋―黙 21:3（私は、御座から出

る大きな声がこう言うのを聞いた。「見

よ。神の幕屋が人とともにある。神は

彼らとともに住み、彼らはその民とな

る。また、神ご自身が彼らとともにお

られて」） 

 ‣神様の幕屋である。 

‣教会は神様の御座である。 

‣新しい天と新しい地は完全な神の国。 

3)黙 21:4(彼らの目の涙をすっかりぬぐい

取ってくださる.もはや死もなく,悲し

み,叫び,苦しみもない.なぜなら,以前の

ものが,もはや過ぎ去ったからである.) 

‣悲しみも死もない場所が天国である。 

‣この世は、悲しみが溢れている。 

‣新しい地と天は病気、悲しみがない。 

4)黙 21:5（御座に着いておられる方が言

われた。「見よ。わたしは、すべてを新

しくする。」また言われた。「書きしる

せ。これらのことばは、信ずべきもの

であり、真実である。」） 

‣天国は、新しい場所である。 

‣私達を新しく創造する。 

5)黙 21:7（勝利を得る者は、これらのも

のを相続する。わたしは彼の神とな

り、彼はわたしの子となる。） 

‣勝利を得る者は神のものを相続する。 

‣新しい天と地には全て備えてある。 

▲神様の子ども達は、第一の復活にあずかるものである。 

1)黙 20:6（この第一の復活にあずかる者は幸いな者、聖なる者である。この人々に対して

は、第二の死は、なんの力も持っていない。彼らは神とキリストとの祭司となり、キリス

トとともに、千年の間王となる。） 

 ‣再臨をされる直前,死んだ人が復活をして生きている人は新しく創造されて天に携挙する 

‣第一の復活はイエス・キリストを信じている人だけがあずかる恵みである。 

2)黙 20:14（死とハデスとは、火の池に投げ込まれた。これが第二の死である。） 

‣第一の復活と第二の死は対局―第二の死は地獄での生活(キリストを信じない人が行く) 

3)黙 20:11（私は、大きな白い御座と、そこに着座しておられる方を見た。地も天もその御

前から逃げ去って、あとかたもなくなった。） 

‣白い御座の裁きとは未信者の人達が受ける裁き―再臨の後に獣と偽預言者は地獄に入る 

‣1000 年王国の間悪魔が縛られ、その後にはサタンを地獄に入れる。 

‣白い御座の裁きは、悪魔と獣、偽預言者についていった未信者たちの裁きである。 

‣未信者はハデスの場所に入る―地獄ではなく暗い場所(拘置所のような場所)。 

4)黙 20:12（私は,死んだ人々が,大きい者も,小さい者も御座の前に立っているのを見た。そして,

数々の書物が開かれた。また,別の一つの書物も開かれたが,それは,いのちの書であった。死ん

だ人々は,これらの書物に書き記されている所に従って,自分の行いに応じて裁かれた。） 

 ‣ハデスの場所から白い御座の裁きの際には、「数々の書物」(人間がした悪行を全て記載)

と「いのちの書」 (キリストによって救われた人の名前を記載) が用いられる。 

‣命の書に名前が書かれている人は裁きを受けず,命の書に名前がない人は裁きを受ける。 

 ‣イエス・キリストを信じないと、自分のしてきた罪によって裁かれてしまう。 

5)黙 21:8(おくびょう者、不信仰の者、憎むべき者、人を殺す者、不品行の者、魔術を行う

者、偶像を拝む者、すべて偽りを言う者の受ける分は、火と硫黄との燃える池の中にあ

る。これが第二の死である。) 

 ‣「おくびょう者」は、人の反応などを恐れてキリストを信じなかった人である。 

〇黙 20:15（いのちの書に名の記されていない者は皆この火の池に投げ込まれた） 

 ‣いのちの書に書かれていない人は火の池に投げ込まれる。 

6)ルカ 10:20（悪霊どもがあなたがたに服従するからといって、喜んではなりません。ただ

あなたがたの名が天に書きしるされていることを喜びなさい。） 

‣私達の名前が、いのちの書に名前が書かれていることを喜ぶように。 

〇ピリ 3:20（私たちの国籍は天にあります。）-私達の国籍は天にあり新しい天と地に住む 

〇ヨハ 5:24（わたしのことばを聞いて,わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを

持ち,さばきに会うことがなく,死からいのちに移っているのです。） 

‣キリストを信じる者は、裁きにあうことがない。 

〇ヨハ 11:25-26（わたしは,蘇りです。いのちです。わたしを信じる者は,死んでも生きるの

です。また,生きていてわたしを信じる者は,決して死ぬことがありません。） 

‣キリストを信じるものは裁きを受けることはない。 

〇ローマ 8:1-2（キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。） 

 ‣キリストが十字架にかかり、復活をしてサタン、罪、死から解放をされた。 

▲新しい天と新しい地に入る人たちは

勝利を得る人たちである。 

1)創 3:15 

‣キリストを信じる者は悪魔に勝つ 

‣悪魔に勝った証拠として死に勝つ 

 －キリストは復活をした。 

〇黙 17:14 

‣キリストだけが王の王、主の主。 

‣キリストを信じる者は忠実なもの 

‣忠実な者はキリストを信じる者。 

2)黙示 2:7（勝利を得る者に、わたし

は神のパラダイスにあるいのちの木

の実を食べさせよう。） 

‣キリストにある者は勝利する 

(黙示 21:7、2:11、3:5) 

‣勝利を得る者は、いのちの書から

消されることは決してない。 

3)黙示 21:6(「事は成就した。わたし

はアルファであり、オメガである。

最初であり、最後である。わたし

は、渇く者には、いのちの水の泉か

ら、価なしに飲ませる。」) 

‣いのちの水である聖霊を受ける。 

〇ヨハ 7:38-39（「わたしを信じる者

は,聖書が言っているとおりに,その

人の心の奥底から,生ける水の川が

流れ出るようになる。」これは,イエ

スを信じる者が後になってから受け

る御霊のことを言われたのである） 

 ‣キリストを信じる人は聖霊を受ける 

〇ヨハ 20:22（彼らに息を吹きかけて

言われた。「聖霊を受けなさい。」） 

 ‣呼吸と祈りを学ぶように。 

‣御言葉に集中をするように。 

▲結論 

3 集中₋朝、昼、夜の集中祈り 

3 今日₋今日の御言葉,祈り,伝道 

3 答え-問題/答え,葛藤/更新,危機/機会 

・1000 やぐら、300% 



現場地教会（2026 年 2 月 8 日～2026 年 2 月 14 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】           「新しい天と新しい地」(黙 21:1-8) 

    

【讃美】                  389 見よや十字架の 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

祈
り
文 

     

７
７
７
の
祈
り 

愛する天のお父なる神さま、講壇を通して「新しい天と新しい地」という素晴ら

しい約束を再確認できたことを感謝いたします。  

もはや死もなく、悲しみ、叫び、痛みもない」と約束されているように、今ある

苦しみや病がすべて消え去り、神様と完全に共に歩む輝かしい未来が備えられて

いることを信じ、心から賛美いたします。主が「見よ、わたしはすべてを新しく

する」と言われたその力強い言葉を、私たちの揺るぎない希望とさせてくださ

い。 主よ、私たちがイエス・キリストを信じることで「第一の復活」に預かる

者とされた特権を感謝します。私たちの市民権は天にあり、いのちの書に記され

ていることを、何よりも喜びます。又、将来への不安や死の恐怖から私たちを完

全に解放してください。  

キリスト・イエスにある命の御霊の原理が、罪と死の原理から私たちを解放して

くださったことを感謝し「第二の死」を恐れる必要はなく、キリストと共に永遠

を生きる者とされたことを心から賛美いたします。  

日々の生活の中で、主イエスは十字架と復活によってすでにサタンの頭を砕き、

勝利されました。私たちも、万王の王である小羊イエスと共に歩むことで、あら

ゆる闇の勢力に打ち勝ったことを信じます。日々の生活の中で、私たちを惑わ

し、不信仰や恐れを与える悪魔の働きが主イエスキリストの御名によって縛りあ

げられよ。 「生ける水の川」が私たちの心の奥底から流れ出るように絶えず聖

霊に満たしてください。  

私たちが毎日、「今日の御言葉、今日の祈り、今日の伝道」の三つの流れの中に

留まることができますようにして下さい。 弱い自分に目を向けるのではなく、

すでにサタンに打ち勝たれた万王の王である主を見上げます。私たち一人ひとり

が、この暗い世を照らす「やぐら（プラットフォーム）」となり、福音を伝える

兵士として立ち上がらせてください。この地にあっても天の御国を味わい、勝利

の人生を歩めるよう導いてください。  

主任牧師に聖霊充満と五つの力を注ぎ、100 箇所の地教会運動、楠 RUTC の建

築が成し遂げさせてください。 賛美伝道学校を祝福し、４月に開催されるレム

ナント大会を祝福してください。私たちの勝利の旗印である、主イエス・キリス

トの御名によってお祈りいたします。 アーメン 

(お知らせ) 
・2 月 9 日～11 日  賛美伝道学校 

・4 月 1 日～3 日  日本レムナント大会 

・3 月 30 日～31 日 リーダー修練会 

 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


